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平成２９年度 長丘小学校「いじめ防止対策基本方針」

いじめ不登校対
○いじめ防止に関する法令等 学校教育目標 策委員会で審議 ○目標設定の方針
・日本国憲法・教育基本法 （いじめを認知し、 児童の実態
・学校教育法 本気で考える子ども 学校で組織的に対 ・縦割り活動などを通し
・いじめ防止対策推進法 思いやりのある子ども 応）する場合 て、誰とでも仲良くしよ
～いじめの定義～ 粘り強くやりぬく子ども うとしている。
「いじめ」とは「児童生徒に対 ・相手の意見を聴いたり自
して、当該児童生徒が在籍する 分の意見を伝えたりする
学校に在籍している当該児童生 ことが苦手な児童もい
徒と一定の人的関係にある他の る。
児童生徒が行う心理的又は物理 いじめ防止等に関する学校の目標 ・基礎学力の個人差がある。
的な影響を与える行為であっ
て、当該行為の対象となった児 ・「いじめは人間として絶対に許されない｣という強い認識に立って教育活動を行う。 保護者・地域の願い
童生徒が心身の苦痛を感じてい ・学習のマナーを身につけ、
るもの」をいう。 ・いじめられている児童を徹底して守り通し、児童が自らの心中を周囲に相談・表 基礎的・基本的な学力を
・長野県いじめ防止基本方針 明できるように指導する。 定着させてほしい。
・中野市いじめ防止基本方針 ・相手と豊かなコミュニケ

・いじめている児童に対して、いじめは絶対に許されない行為であることをきちん ーションがとれ、互いに
と指導する。 助け合いよりよい人間関

○教職員の研修 ほしい。
・いじめ未然防止のための研修 ・子ども同士がお互いに励まし合い、支え合える温かな仲間づくりを進める。
会の実施
・児童・保護者のアンケート及び

聞き取り調査 いじめの未然防止・早期発見のために
・アンケート調査、なかよし月間、教育
相談を実施し、児童の状況といじめの ・不登校いじめ対策委員会（管理職・生活指導主任・各担任・養護教諭）を設置する。
実態を把握する。 ○ＳＣ・ＳＳＷとの

・全教育活動を通じて、道徳教育を充実させ、人権意識を高める。 連携
・児童の実態、家庭環境

○保護者・地域との連携 ・児童と児童、児童と教師が、信頼関係でつながる日々の授業の充実を図ります。 の把握と指導の方策
・保護者との情報交換をする。 ・思春期における児童の

連絡帳、面談、電話連絡等 ・職員会議には、児童理解の時間を設定し、学年の児童の様子を語る。 心身の発達に応じた指
・ＰＴＡ・学校運営協議会、民 導内容の共通理解
生児童委員等との連携 ・保育園及び中学校との交流、縦割り班活動を充実させ、異学年との交流を充実させ、人間関係を築く機会を ・相談に対するアプロー

保障する。 チやケアの検討

い じ め 対 応 重大事案への対応

いじめ不登校対策委員会で審議（いじめを認知し、学校で組織的に対応）する場合 ○「重大事案」と
判断した場合

① 実態把握の観点 ② 指導・支援の基本姿勢 ④ 加害児童への指導
・当事者双方・関係児童・周囲の児 ・いじめ不登校対策委員会（管理職・生活指 ・毅然とした態度で、いじめを即刻
童からの聞き取り調査し記録する。 導主任・各担任・養護教諭）を設置する 止めさせる。 ①教育委員会

・全教職員の共通理解及び意識の向上を図る。 ・いけないと分かっている児童には、 に報告し、
・関係教職員・ＳＳＷと情報を共有 ・対応する教職員の役割分担を考える。 いじめが相手をどれほど傷つけ、 市教委が設
し、事実を正確に把握する。 ・教育委員会、関係機関との連携を図る。 苦しませているかに気付かせる。 置する組織

・いじめられた児童を保護する（登下校時、 ・いけないと分かっていてもいじめて と連携
・表面的な事象のみにとらわれず、 休み時間、放課後等）。 しまう児童には、気持ちを受容的に ②被害児童へ
原因の根幹を探り出す。 聴き、共に改善していこうと考え、 の緊急避難

③ 被害児童への支援 教師との信頼関係を築く。 措置の検討
・温かく受け止め、いじめから全力で守る ・謝罪の気持ちが生れるように自分の ・実施
ことを約束し、心の安定を図る。 言動を振り返らせる。 ③加害児童へ
・いじめられている内容や辛い思いなどを ・傍観者には、自分の問題であること の対応を検
親身になって聴くことで、安心感を持た を伝える。 討
せる。 ④警察や児相
・活動を認め、励ますことで自信を持たせ ⑤ 保護者への対応 等との連携
る。 ・誠意を持っての説明と協力体制づ ⑤緊急保護者

くり 会の開催

いじめ不登校対策委員会で校外審議（教育委員会や関係機関と連携してい対応）する場合

○関係諸機関との連携 連携機関→（教育委員会、教育相談所、民生児童委員、児童相談所、警察署等）

年 間 指 導 計 画

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

各教科 〈各学年、教科全般に渡って、いじめを未然に防ぐための取り組みを年間通して実施する〉
なかよし旬間 なかよし月間 命と心の教育

生活指導 いじめ不登校対策委員会 アンケート アンケート アンケート
あいさつ運動 ＱＵ 教育相談 教育相談 ＱＵ 教育相談

学校行事 入学式 音楽会 始業式 運動会 遠足 始業式 卒業式
カタクリ遠足 修学旅行（６年）佐渡学習（５年） 中学校祭 市合同音楽会 中学体験入学

特別活動 学活（集団生活のルール） 学活（当番・係）→学活（集会活動）→学活（話し合い活動）
１年生を迎える会 駅伝大会 縦割り活動 児童会祭 駅伝大会・縦割り清掃 ６年生を送る会

道 徳 信頼・友情 思いやり 生命尊重 ポスター作文コンクール参加 個性伸長 生命尊重

家庭・地域 保護者会 交通安全教室 学校評議員会 民生児童委員懇談会 学校評議員会 学校評議員会 保護者会
家庭訪問 県・いじめ不登校専門指導員学校訪問 祖父母参観 県・いじめ不登校専門指導員学校訪問 人権参観・人権講演会


